
『
三
園
演
義
』
版
本
の
研
究

|
|
毛
宗
同
本
の
成
立
泡
程
|
|

序

中
園
を
代
表
す
る
一
大
長
篇
歴
史
大
河
小
説
『
三
園
演
義
』
が
、

長
期
に
わ
た
っ
て
非
常
に
高
い
人
気
を
保
ち
績
け
て
い
る
こ
と
は
い

ま
さ
ら
一
盲
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
そ
の
出
版
は
蔦
暦
年
間
以
降
特
に

川
活
設
に
な
り
、
現
在
各
種
の
版
本
が
残
本
を
含
め
て
世
界
各
地
に
残
つ

中
て
い
る
。
孫
措
第
『
中
園
通
俗
小
説
書
目
』
に
は
、
二
十
八
種
類
の

町
コ
ニ
圏
演
義
』
の
版
本
が
著
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
他
に
も
数
種
の

仰
版
本
的
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
明
代
以
降
い
か
に
『
三
回
演
義
』

本
が
流
行
し
て
い
た
か
が
、
現
存
す
る
版
本
の
種
類
か
ら
だ
け
で
も
十

劃
分
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

閣
と
こ
ろ
で
こ
の
コ
ニ
園
演
義
』
的
多
様
な
版
本
の
う
ち
、
こ
れ
ま

引
で
最
も
古
く
し
か
も
羅
貫
中
の
原
作
に
最
も
近
い
と
さ
れ
て
き
た
版

本
は
、
弘
治
甲
寅
(
七
年
、
西
暦
一
四
九
四
年
)
庸
愚
子
の
序
・
嘉

戸。6
靖
壬
午
(
元
年
、
一
五
一
一
一
一
)
修
彰
子
の
引
を
冒
頭
に
附
す
る
い
わ

中

E命

l
 

l
 

・
目
白
目
目
，
，

ゆ
る
嘉
靖
本
で
あ
り
、
最
も
庶
く
普
及
し
た
通
行
本
は
『
回
大
奇
書

第
一
種
』
あ
る
い
は
『
第
一
才
子
書
』
と
題
さ
れ
る
毛
宗
聞
批
評
本

で
あ
る
。
従
来
『
三
園
演
義
』
の
版
本
に
つ
い
て
、
嘉
靖
本
以
後
の

諸
本
は
す
べ
て
嘉
靖
本
を
組
本
と
し
、
外
見
上
に
繁
化
が
あ
っ
た
だ

け
で
内
容
に
は
ま
っ
た
く
違
い
は
な
く
、
清
代
に
至
り
毛
宗
闘
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
大
き
〈
改
め
ら
れ
た
、
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
見

解
は
鄭
振
鐸
に
始
ま
る
。
鄭
振
鐸
は
「
三
園
志
演
義
的
演
化
」
の
中

で
、
嘉
靖
本
と
毛
宗
関
本
成
立
以
前
向
諸
本
の
遠
い
と
し
て
、
①
圃

を
加
え
る
・
②
巻
数
や
回
数
が
異
る
・
③
批
評
を
加
え
る
・
④
「
按

鑑
」
の
増
補
・
⑤
周
静
軒
詩
の
加
入
、
の
五
つ
の
貼
を
胤
ゃ
げ
た
あ
と
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

れ、不
以無、同以
後産、的上

別、所五
。在里占

傍 M 上包

~!.占前日
明其、是
主不、高
三問、暦

ιL 
究、 干去
覚、出
不、王見
j晶、白'J
在、言者
商、本
目、
上、!)i!
而、手話
己、才i11

本
内、面
容、自
賞、上
在、有
是、戸斤

『
三
園
演
義
』

の
版
本
研
究
と
い
え
ば
、
嘉
靖
本
と
毛
宗
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闘
本
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雨
者
の
遣
い
や
毛
宗
闘
の
修
訂

β
h
u
 

方
法
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
の
が
主
流
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
針
し
小

川
環
樹
博
士
は
、
毛
宗
同
本
成
立
以
前
向
段
階
に
お
い
て
、
嘉
靖
本

に
は
見
ら
れ
な
い
閥
初
刊
の
三
男
閥
索
の
設
話
が
括
入
さ
れ
、
そ
の
閥

索
の
説
話
に
つ
い
て
遣
っ
た
形
を
侮
え
る
異
本
も
存
在
す
る
、
と
指

摘
さ
れ
た
。

小
川
博
士
の
設
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
閥
索
設
話
に
つ
い
て
は

嘉
靖
本
と
毛
宗
山
岡
本
以
前
の
諸
版
本
の
聞
で
す
で
に
内
容
の
遣
い
が

生
じ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
貼
だ
け
で
も
鄭
振
鐸
以
来
的
定
設
に

針
し
て
疑
問
が
生
ず
る
の
で
あ
る
が
、
嘉
靖
本
以
後
毛
宗
関
本
成
立

以
前
向
段
階
で
、
閥
索
設
話
以
外
に
も
内
容
の
遣
い
が
存
在
し
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
章
・
文
字
に
至
っ
て
は
内
容
以
上
に

温
い
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る

と
、
毛
宗
山
岡
本
が
直
接
嘉
靖
本
か
ら
出
た
も
の
で
な
い
以
上
、
毛
宗

山
岡
本
町
成
立
を
考
察
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
た
だ
嘉
靖
本
と
毛
宗

闘
本
の
み
を
比
較
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
嘉
靖
本
以
後
毛
宗
関
本

以
前
の
諸
本
の
段
階
に
お
け
る
演
挺
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

本
稿
で
は
数
多
く
現
存
す
る
『
三
園
演
義
』
諸
版
本
の
う
ち
、
次

の
五
つ
に
的
を
し
ぽ
り
、
各
版
本
町
内
容
と
文
章
を
細
か
く
検
討
す

る
こ
と
を
渇
し
て
、
毛
宗
山
岡
本
が
成
立
し
て
い
く
過
程
を
考
察
す
る
。

一
、
三
園
志
遁
俗
抽
出
義
今
二
十
四
巻
。

二
、
新
刻
校
正
古
本
大
字
音
稗
三
園
志
通
俗
説
義

〔
嘉
靖
本
〕

十
二
巻
。
金
陵
周

日
校
刊
。
内
閣
文
庫
・
謹
左
文
庫
識
。
そ
の
他
、
宮
城
脈
国
書

館
伊
達
文
庫
に
巻
九
十
二
を
識
す
る
。
書
頭
に
前
暦
辛
卯

(
十
九
年
、
一
五
九
二
円
周
回
校
の
識
あ
り
。
〔
周
回
校
本
〕

三
、
李
卓
吾
先
生
批
評
三
園
志
一
一
白
二
十
回
〔
呉
飢
明
本
〕

四
、
繍
像
三
園
志
秘
義
第
一
オ
子
書
六
十
巻
一
百
二
十
回

〔
毛
宗
崩
批
評
本
〕

二
十
巻
。
〔
余
象
斗
本
〕

五
、
新
刻
按
鏡
全
像
批
評
三
園
志
仰

こ
れ
ら
五
種
の
版
本
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
周
回
校
本
呉
観

明
本
そ
し
て
毛
宗
同
本
と
い
う
系
列
を
想
定
し
て
、
毛
宗
岡
本
が
成

立
す
る
ま
で
に
は
い
く
つ
か
の
段
階
が
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
余
象

斗
本
を
は
じ
め
と
す
る
建
安
二
十
巻
本
は
毛
宗
岡
本
が
成
立
し
て
い

〈
上
で
別
系
統
に
位
置
す
る
版
本
群
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
こ
う
と
思
う
。

毛
宗
山
岡
本
首
巻
に
附
さ
れ
る
「
凡
例
」
に
よ
れ
ば
、
毛
宗
関
本
は

「
古
本
」
に
よ
っ
て
「
俗
本
」
に
修
訂
を
加
え
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る

と
檎
し
て
い
る
。
こ
の
「
古
本
L

の
存
在
が
信
頼
で
き
な
い
こ
と
に

つ
い
て
、
小
川
博
士
は
、

こ
の
よ
う
主
改
訂
(
毛
宗
聞
に
よ
る
改
訂
|
|
筆
者
)
は
、
す
べ
て

「
古
本
」
に
よ
っ
た
と
叫
附
す
る
が
、
新
し
い
改
訂
本
を
古
本
と
よ
、

は
明
以
来
、
戯
曲
や
小
説
的
批
評
家
内
常
習
の
手
段
で
あ
っ
た
。



と
述
べ
て
お
ら
れ
る

F

し
た
が
っ
て
毛
宗
間
本
町
直
接
の
底
本
と

な
っ
た
の
は
「
凡
例
」
中
に
い
う
「
俗
本
」
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
毛

宗
崩
本
の
「
凡
例
」
に
基
づ
い
て
「
俗
本
」
の
健
裁
を
考
え
て
み
る
。

毛
宗
筒
本
凡
例
で
は
十
項
目
に
わ
た
り
「
俗
本
」
の
髄
裁
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
十
項
目
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

付
助
字
の
使
い
方
が
社
撰
で
表
現
が
く
ど
い
。

同
記
事
に
誤
り
が
あ
る
。

白
い
く
つ
か
の
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
記
事
が
欠
け
て
い
る
。

倒
『
文
選
』
の
中
に
牧
め
ら
れ
る
す
ば
ら
し
い
文
章
が
欠
け
て

い司令。

同
一
回
が
二
別
に
分
か
れ
、
題
も
ふ
ぞ
ろ
い
。

同
李
卓
五
口
先
生
批
閣
と
構
し
、
劉
備
や
諸
葛
孔
明
を
悪
く
言
っ

川
た
批
評

が

あ

る

。

中
附
よ
い
事
が
ら
に
は
圏
黙
を
施
し
、
悪
い
事
が
ら
に
は
「
塗
抹
」

究

し

て

い

る

。

一
吋

ω
周
静
軒
の
詩
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
ロ

出一

ω
後
人
が
担
遣
し
た
、
三
園
時
代
的
人
物
作
と
稽
す
る
七
言
律

劃

詩

が

あ

る

。

晴
川
開
後
人
が
担
遺
し
た
誤
っ
た
記
事
が
あ
る
。

日
こ
の
う
ち
第
六
候
こ
そ
が
、
鄭
振
鐸
以
来
毛
宗
両
本
の
底
本
は
「
李

『

卓
吾
先
生
批
評
本
」
だ
と
言
わ
れ
繍
け
て
き
た
唯
一
の
理
由
で
あ
っ

ヮ，6
た
。
そ
れ
で
は
「
李
卓
吾
批
評
」
を
掲
げ
た
『
三
園
演
義
』

に
は
ど

の
よ
う
な
版
本
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

目
』
に
よ
れ
ば
、
李
卓
吾
先
生
批
評
の

つ
が
あ
る
。

(Ji) 似暗 (寸 (二")[ー)

孫
措
第
『
中
園
・
通
俗
小
説
書

『
三
園
演
義
』
に
は
次
円
五

煙
水
散
人
繍
次
本
(
二
十
巻
二
百
四
十
則
)

建
陽
呉
槻
明
刊
本
(
百
二
十
回
不
分
巻
)

呉
郡
賀
翰
槌
刊
本
(
百
二
十
回
不
分
巻
)

呉
郡
緑
蔭
堂
刊
本
(
百
二
十
回
不
分
巻
)

呉
郡
築
光
機
楠
仰
堂
刊
本
(
百
二
十
回
不
分
巻
)

こ
の
う
ち
煙
水
散
人
編
次
本
は
、
孫
指
第
も
未
見
、
現
在
も
所
在
不

明
で
あ
り
、
ま
た
「
三
闘
志
停
」
と
題
す
る
二
十
巻
本
で
回
数
で
分
か

れ
て
い
な
い
こ
と
が
毛
宗
同
本
町
直
接
的
租
本
た
る
傑
件
(
凡
例
第

五
燦
)
に
あ
わ
な
い
の
で
、
考
察
の
針
象
か
ら
は
ず
す
こ
と
に
す
る
。

残
り
四
種
の
『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
園
志
』
町
中
で
い
ち
ば
ん
古
い

刊
行
と
さ
れ
る
の
は
呉
観
明
本
で
あ
る
。
こ
の
呉
税
明
本
が
毛
宗
闘

本
凡
例
に
列
壊
さ
れ
た
候
件
に
合
う
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

呉
税
明
本
が
「
李
卓
吾
批
評
」
を
構
し
て
い
る
こ
と
は
自
明
で
あ

る
が
、
そ
の
批
評
の
中
に
は
確
か
に
劉
備
や
諸
葛
孔
明
を
悪
く
言
っ
た

批
評
が
見
ら
れ
る
。
た
と
、
え
ば
、
劉
備
に
つ
い
て
「
大
好
慮
」
(
呉
本

第
十
一
回
)
と
い
っ
た
り
、
諸
葛
孔
明
に
封
し
て
「
孔
明
的
是
大
賊
」

(
呉
本
第
五
十
一
回
)
と
い
っ
た
批
評
が
呉
税
明
本
の
批
評
中
に
散

見
さ
れ
る
。

次
に
、

凡
例
第
七
僚
に
見
え
る

「
圏
貼
」
と
「
詮
抹
」

に
つ
い
て
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は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
呉
税
明
本
第
二
回
「
何
進
謀
殺
十
常
侍
」

6

次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。
(
圏
黙
・
傍
線
は
原
文
の
ま
ま
。
)

こ
ま

宮
門
外
捌
住
的
、
乃
是
司
徒
隊
枕
。
選
入
宮
中
、
来
諌
天
子
目
、
「
劉

諌
義
、
得
何
罪
而
賜
諒
毅
U

帝
国
、
「
時
間
誇
大
臣
、
冒
涜
股
朗
U

枕
目
、

「
天
下
人
民
欲
宜
十
常
侍
之
肉
、
陛
下
敬
如
父
母
、
宣
有
此
理
。
且
十

常
侍
、
身
無
寸
功
、
皆
封
列
侯
。
況
封
諮
等
、
結
謹
賀
巾
、
欲
潟
内
乱
。

陛
下
今
不
自
省
、
漢
祉
稜
、
立
見
崩
拙
失
U

帝
目
、
「
封
詩
作
乱
、
其
事

不
明
。
十
常
侍
中
、
宣
無
一
二
忠
臣
。
」
隙
枕
以
頭
櫨
階
而
練
。
帝
怒
、

命
牽
出
、
輿
劉
陶
皆
下
獄
中
、
是
夜
倶
謀
殺
之
。

閣
を
乱
し
た
元
凶
の
十
常
侍
を
底
分
す
る
よ
う
訴
え
た
陳

枕
の
諌
言
|
|
す
な
わ
ち
「
事
の
是
な
る
者
」

rは
圏
貼
が
施
さ
れ
、

十
常
侍
を
か
ば
っ
た
り
諌
雷
同
し
た
劉
陶
・
陳
枕
を
逆
に
死
刑
に
廃
し

た
霊
帝
の
こ
と
ば
や
行
儒
1
|
「
事
の
非
な
る
者
」
に
は
傍
線
が
引

か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
圏
貼
や
傍
線
は
呉
税
明
本
の
い
た
る
と

こ
ろ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
毛
宗
一
山
岡
本
凡
例
第
七
僚
に

見
え
る
「
圏
貼
」
・
「
塗
抹
」
が
呉
観
明
本
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
「
塗
抹
」
と
は
本
文
の
記
事
に
傍
線
を
施
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
他
、
呉
観
明
本
に
は
周
静
軒
の
詩
が
往
々
に
見
ら
れ
る
。

ま
た
百
二
十
回
仕
立
て
で
各
回
が
前
後
二
則
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
則
ご
と
に
題
が
つ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
第
二
僚
に

指
摘
の
あ
る
記
事
の
誤
り
、
第
三
保
・
四
僚
で
指
摘
の
記
事
・
文
章

的
不
足
、
第
九
候
十
僚
で
指
摘
の
後
人
が
担
遣
し
た
七
言
律
詩
や

こ
こ
で
、

記
事
の
括
入
、
ど
れ
も
呉
鋭
明
本
に
あ
て
は
ま
る
。
第
一
僚
に
指
摘

の
あ
る
助
字
に
つ
い
て
も
、
呉
税
明
本
と
毛
宗
閥
本
の
本
文
を
比
べ

た
と
き
に
、
毛
宗
関
本
で
は
呉
観
明
本
の
文
章
中
の
助
字
が
い
た
る

と
こ
ろ
で
削
ら
れ
た
り
直
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
呉
槻

明
本
は
、
毛
宗
尚
本
凡
例
に
邸
中
げ
ら
れ
た
、
事
案
上
の
底
本
に
違
い

な
い
「
俗
本
」
の
燦
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
に
な
る
。

残
り
の
三
種
、
寅
翰
桜
本
・
緑
蔭
堂
本
・
築
光
機
楠
椀
堂
本
の

1
《
叩
】

ち
、
緑
蔭
堂
本
は
清
代
に
な
っ
て
か
ら
の
呉
脱
明
本
の
覆
刻
な
の
で
、

そ
の
想
裁
・
内
容
は
ほ
ぼ
呉
観
明
本
と
同
じ
で
あ
る
。
緑
蔭
堂
本
の

刊
行
年
に
つ
い
て
は
、
そ
の
冒
頭
に
あ
る
戴
易
の
「
書
富
春
東
観
山

漢
前
将
軍
壮
謬
閥
侯
洞
壁
」
と
題
さ
れ
る
文
章
中
に
「
予
於
庚
成
二

月
粛
、
謁
侯
洞
・
・
」
と
い
う
記
逃
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
緑
蔭
堂
本

の
刊
行
は
「
庚
成
」
す
な
わ
ち
康
照
九
年
二
六
七

O
)
よ
り
も
遅

れ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
毛
宗
山
岡
本
の
成
立
年
に
闘
し
て
は
、
小
川

博
士
が
康
照
丙
午
(
五
年
)
の
年
が
示
さ
れ
た
『
第
七
オ
子
書
』
(
『
琵

琶
記
』
)
の
「
総
論
」
の
記
述
を
根
拠
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

毛
氏
は
た
だ
「
前
哉
」
と
し
る
す
の
み
で
、
年
月
を
明
ら
か
に
し
て

は
い
な
い
が
、
と
も
か
く
康
照
五
年
以
前
に
「
三
園
志
」
的
評
本
が
完

成
し
て
い
た
こ
と
は
事
貨
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

毛
宗
関
本
的
成
立
が
康
照
五
年
以
前
で
あ
れ
ば
、
刊
行
が
康
照
九
年

よ
り
遅
れ
る
で
あ
ろ
う
緑
蔭
堂
本
は
毛
宗
山
岡
本
の
租
本
と
は
な
り
え

な
い
こ
と
に
な
る
。



紫
光
機
楠
椀
堂
本
は
孫
措
第
の
目
録
に
「
其
板
刻
形
式
典
緑
蔭
堂

本
問
、
唯
改
眉
批
矯
爽
批
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
緑
蔭

堂
本
か
ら
出
た
本
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
毛
宗
同
本
の
組
本

と
は
な
り
え
な
い
。
賓
翰
楼
本
は
孫
楢
第
の
目
録
に
刊
行
年
も
所
在

も
記
さ
れ
ず
、
た
め
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
他
現
存

し
な
い
『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
園
士
山
』
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
も

否
定
で
き
な
い
何
で
、
呉
税
明
本
す
な
わ
ち
毛
宗
山
岡
本
凡
例
に
い
う

「
俗
本
」
で
あ
る
と
に
わ
か
に
断
定
は
で
き
な
い
。
し
か
し
毛
宗
一
山
岡

本
凡
例
と
照
合
す
る
限
り
、
そ
の
可
能
性
は
か
な
り
大
き
い
と
言
え

よ
う
。
も
し
呉
槻
明
本
そ
の
も
の
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
「
俗
本
」

は
呉
観
明
本
と
ほ
ぼ
同
様
の
髄
裁
・
内
容
を
持
っ
た
版
本
に
遭
い
あ

'
A
W
土
手
い
。

由
-究

小
川
博
士
の
指
摘
の
と
お
り
、
嘉
靖
本
に
は
見
ら
れ
な
い
閥
索
設

岬
話
が
周
回
校
本
に
す
で
に
括
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
嘉
靖
本
に

本
は
な
く
周
回
校
本
に
は
存
在
し
て
い
る
と
い
う
説
話
は
閥
索
説
話
だ

制
け
で
あ
ろ
っ
か
。
語
録
的
「
内
容
寅
章
一
無
差
別
」
と
い
っ
断

演
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
筆
者
向
調
査
に
よ
れ
ば
、
宜
叩
靖
本
に
は
な
く
周

盟
国
校
本
を
は
じ
め
呉
税
明
本
・
毛
宗
山
岡
本
に
見
ら
れ
る
話
は
、
関
索

設
話
を
含
め
て
少
な
く
と
も
十
一
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次

に
そ
の
十
一
の
設
話
全
部
の
筒
草
な
要
約
を
掲
げ
る
。
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周
本
巻
二
「
孫
策
大
戦
線
白
虎
」

主
朗
は
殿
白
虎
を
助
け
て
孫
策
と
職
、
つ
が
、
周
瑞
・
程
普
に
襲
わ
れ
、

衆
寡
敵
せ
ず
骨
格
城
に
箔
城
す
る
。
孫
静
は
孫
策
に
合
稽
械
の
金
銀
兵

組
が
蓄
え
て
あ
る
査
演
を
襲
う
よ
う
進
言
し
た
。
王
朗
・
巌
白
虎
は
孫

策
軍
の
動
き
を
察
知
し
、
城
を
出
て
査
減
に
向
っ
た
と
こ
ろ
、
孫
策
軍

に
襲
わ
れ
る
。
王
朗
鍛
白
虎
軍
は
敗
れ
、
二
人
は
血
路
を
聞
い
て
逃

げ
て
い
っ
た
。

間
周
本
巻
四
「
曹
操
引
兵
取
査
閲
」

安
調
は
曹
操
の
大
軍
が
押
し
寄
せ
て
く
る
の
を
知
る
と
、
劉
表
に
救

援
を
求
め
る
。
劉
表
は
劉
備
に
相
談
し
、
劉
慨
は
助
け
て
も
無
益
で
あ

る
か
ら
手
紙
を
出
し
て
断
わ
る
こ
と
を
勅
め
る
。
劉
表
は
ま
諦
に
兄
弟

仲
直
り
を
勧
め
る
手
紙
を
、
京
向
に
は
曹
操
討
伐
を
促
す
手
紙
を
出
し

た
。
裳
訴
は
劉
表
に
加
勢
的
意
思
が
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。

間
周
本
巻
九
「
孔
明
興
兵
征
孟
獲
」

南
償
討
伐
へ
向
う
諸
葛
孔
明
町
軍
中
に
悶
索
が
や
っ
て
き
た
。
孔
明

は
朝
廷
に
奏
上
し
、
開
索
を
先
鋒
に
し
て
出
渡
し
て
い
っ
た
。

間
周
本
巻
十
一
「
孔
明
火
焼
木
柵
霧
」

市
日
叡
は
孫
椛
が
三
手
に
分
か
れ
て
攻
め
て
き
た
と
知
る
と
、
同
じ
〈

軍
を
三
方
に
分
か
ち
自
ら
出
陣
し
た
。
陸
遜
は
孫
艇
に
貌
軍
町
退
路
を

絶
つ
よ
う
上
奏
す
る
が
、
そ
の
計
略
は
曹
叡
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

陸
遜
は
敵
の
目
を
欺
き
な
が
ら
少
し
ず
つ
江
東
へ
引
き
揚
げ
て
い
っ
た
。

旧
周
本
巻
十
一
「
司
馬
跳
父
子
乗
政
」

曹
爽
の
従
弟
文
叔
の
妻
、
市
口
爽
が
誹
せ
ら
れ
た
後
、
父
夏
侯
令
に
再

婚
を
勧
め
ら
れ
る
が
、
耳
を
切
り
鼻
を
削
い
で
再
婚
を
断
る
。

(A) 
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IF) 

周
本
巻
十
二
「
諸
葛
略
大
戦
部
支
」

彰
和
は
諸
葛
帥
唱
の
救
援
を
求
め
る
害
状
を
持
っ
て
呉
主
孫
休
に
謁
見
。

孫
休
、
丁
封
・
孫
異
と
と
も
に
局
軍
の
救
援
に
向
か
う
。

ω
周
本
巻
十
二
「
司
馬
氏
復
奪
受
蹄
畳
」

建
寧
太
守
重
文
、
成
都
落
城
町
知
ら
せ
を
聞
き
突
く
。
劉
脚
が
洛
陽

に
入
っ
た
と
聞
い
た
注
文
は
撃
っ
て
出
ょ
う
と
す
る
が
、
諸
哨
刊
の
勧
め

に
従
い
司
馬
昭
へ
の
上
奏
文
を
寄
い
て
降
参
。
司
馬
昭
、
劉
蹄
を
責
め

る
が
、
震
文
の
上
奏
文
を
摘
み
、
劉
捌
仰
を
許
す
。

仰
周
本
巻
十
二
「
羊
枯
病
中
璃
杜
預
」

陸
凱
、
上
奏
し
て
孫
階
的
無
道
を
諌
め
る
が
、
孫
婚
は
聞
か
な
い
。

術
土
向
成
、
成
子
設
に
孫
時
が
洛
陽
に
入
る
と
占
う
。
華
殿
、
孫
暗
を

諌
め
る
が
聞
か
な
い
。
孫
時
、
陵
抗
に
命
じ
て
誕
陽
へ
向
け
て
出
陣
さ

せ
る
。
司
馬
炎
、
羊
枯
に
命
じ
て
敵
に
備
え
さ
せ
る
。
羊
枯
は
園
境
い

を
固
め
て
伐
っ
て
出
な
い
。
陸
抗
か
ら
羊
枯
に
酒
が
届
き
、
羊
枯
は
疑

わ
ず
に
飲
む
。
ま
た
陸
抗
が
病
気
の
と
き
羊
粘
か
ら
繋
が
届
き
、
陸
抗

は
疑
わ
ず
に
服
す
。
孫
陪
か
ら
陸
抗
へ
進
軍
の
命
が
届
く
。
陸
抗
は
上

奏
文
を
認
め
討
っ
て
出
る
べ
き
で
は
な
い
と
述
べ
る
。
孫
陪
は
陸
抗
の

軍
植
を
剥
奪
し
、
孫
翼
に
代
え
た
。

川
周
本
巻
十
二
「
羊
鮎
病
中
薦
杜
預
」

王
格
上
疏
L
、
孫
陪
を
討
つ
こ
と
を
勧
め
る
。
王
揮
が
止
め
た
た
め

司
馬
炎
は
迷
、
つ
が
、
杜
預
向
上
奏
文
・
張
華
町
進
言
で
、
呉
討
伐
を
決

意
す
る
。

ω
周
本
巻
十
二
「
王
時
間
計
取
石
頭
城
」

賀
充
、
司
馬
炎
に
撤
兵
を
勧
め
る
が
、
司
馬
炎
は
張
華
・
社
預
的
進

一
冨
に
従
い
、
さ
ら
に
兵
を
進
め
る
。
呉
軍
戦
わ
ず
し
て
降
る
。

間
周
本
巻
十
二
「
王
崎
市
計
取
石
頭
城
」

呉
彦
の
降
参
。
司
馬
炎
、
羊
耐
を
偲
占
。
孫
秀
、
呉
の
滅
亡
を
嘆
く
。

一
例
と
し
て
右
の
要
約
の
川
間
に
あ
た
る
設
話
の
部
分
を
具
体
的
に

針
比
す
る
。
(
各
本
聞
の
遠
い
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
遁
宜
空
白
を
あ

け
た
。
以
下
同
。
)

l聞風制、 完夜攻連 鹿河間等 諦桧取時 操定翼己
嘉

而 、掠甘 州
考 向 間 使

靖

聾内開量知陵企韮帯端息弱街草、走

州 無 中 本

投戦心山、種呼

同聞需謹E完 E走河蓄都E主銀量罰周

日

虚 知
校

思現2軍
間無中 本

心山車
投戦

聞、 連夜攻 i間河 諒桧時掠 操巳

呉
開風而 之v 虚等、 取 定誕州

脱

を E 幅 高空室抑制息往向 虚 知 明
弱向草

州幽 無、 走中 本

心山車
投戦

山海時操
、， 軍巳

長河等底閲 劫兵掠引 定輿州
毛

五軍攻号 、甘 使
刃白ミ

州運ZF'u 開言敗A 陵苧 岬人

間

本

投戦開車平湖消鳥
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嘉

端

本

奔
哀
県
、
家
諦
謹
牧
其
衆
、
欲
復

其
州
。
操
使
人
百
之
、
調
不
至
。

操
大
怒
、
馳
書
罵
以
絶
其
婚
。
操

自
統
大
軍
征
蓑
謂
、
直
抵
平
原
。

周

日

校

本

呉

税

明

本

毛

宗

備

本

奔
玄
配
川
、
哀
調
謹
牧
其
衆
、
欲
復
一
奔
裳
県
、
哀
調
謹
牧
其
衆
、
欲
復
一
家
照
。
部
議
降
其
衆
、
欲
復

襲
州
。
操
使
人
召
之
、
部
不
至
。
一
葉
州
。
操
使
人
召
之
、
謂
不
至
。
一
回
翼
州
。
操
使
人
百
之
、
調
不
至
。

操
大
怒
、
馳
害
時
以
絶
其
婚
。
操
一
操
大
怒
、
馳
寄
席
以
絶
其
婚
。
操
一
操
大
怒
、
馳
書
絶
其
婚
、

自
統
大
軍
征
串
哀
調
、
直
抵
平
原
。
一
白
統
大
軍
征
哀
調
、
直
抵
平
原
。
一
自
統
大
軍
征
之
、
直
抵
平
原
。

諒
聞
操
自
統
軍
来
、
遣
人
求
救
於
一
謂
問
操
自
統
軍
来
、
遣
人
求
救
子
一
部
聞
操
自
統
軍
来
、
道
人
求
救
於

劉
表
。
表
請
玄
徳
商
談
。
玄
徳
目
、
一
劉
表
。
表
請
玄
徳
商
議
。
玄
徳
目
、
一
劉
表
。
表
諮
玄
徳
商
議
。
玄
徳
目
、

今
操
己
破
翼
州
、
兵
勢
正
感
。
依
一
今
操
己
破
紫
州
、
兵
勢
正
盛
。
依
一

A
7
操
己
破
奨
州
、
兵
勢
正
盛
、

恐
所
料
、
設
氏
兄
弟
不
久
必
潟
棟
一
息
所
料
、
震
氏
兄
弟
不
久
必
属
探
一
家
氏
兄
弟
不
久
必
属
探

所
羽
耳
、
況
操
常
有
窺
刑
裏
之
意
、
一
所
檎
耳
、
況
操
常
有
窺
剃
裏
之
意
、
一
檎
、
救
之
担
盆
、
況
操
車
有
窺
刑

只
直
養
兵
自
守
、
彼
雄
求
援
、
切
一
只
宜
義
兵
自
守
、
彼
雌
求
援
、
切
一
喪
之
意
、
我
只
養
兵
自
守
、
未
可

莫
妄
動
。
表
目
、
嘗
何
以
退
之
。
一
英
妄
動
。
表
目
、
蛍
何
以
退
之
。
一
妄
励
。
表
目
、
然
則
何
以
謝
之
。

玄
徳
目
、
可
作
書
奥
兄
弟
二
人
、
一
玄
徳
目
、
可
作
書
典
兄
弟
二
人
、
一
玄
徳
目
、
可
作
香
典
裳
氏
兄
弟
、

以
和
解
偶
名
、
緩
緩
絶
之
。
表
然
一
以
和
解
錫
名
、
緩
綬
絶
之
。
表
然
一
以
和
解
錫
名
、
椀
詞
謝
之
。
表
然

其
言
、
先
遣
人
以
番
遁
諦
目
、
君
一
其
言
、
先
遣
人
以
書
遺
調
目
、
君
一
其
言
、
先
遣
人
以
書
遺
調
。
書
略

子
謹
難
、
不
遇
讐
園
、
交
絶
不
出
一
子
謹
難
、
不
通
讐
園
、
交
絶
不
出
一
回
、
君
子
連
難
、
不
通
讐
因
。

悪
撃
。
目
前
聞
君
屈
膝
降
曹
、
則
一
悪
聾
。
目
前
阿
君
屈
膝
降
曹
、
則
一
目
前
問
君
屈
膝
降
曹
、
則

是
忘
先
人
之
響
、
棄
親
戚
之
好
、
一
是
忘
先
人
之
讐
、
棄
親
戚
之
好
、
一
是
忘
先
人
之
響
、
楽
手
足
之
誼
、

而
潟
高
世
之
戒
、
遺
同
盟
之
恥
失
。
一
而
属
高
世
之
戒
、
遺
同
盟
之
恥
失
a

一

而

遁

同

盟

之

恥

失

。

若
葉
州
不
弟
、
蛍
降
志
辱
身
、
以
一
若
葉
州
不
弟
、
品
冨
降
志
辱
身
、
以
一
若
葉
州
不
弟
、
古
降
心
相
従
。

済
事
鴛
務
。
事
定
之
後
、
使
天
下
一
済
事
矯
務
。
事
定
之
後
、
使
天
下
一
待
事
定
之
後
、
使
天
下

平
其
曲
直
、
不
亦
篤
高
義
耶
。
又
一
平
其
曲
直
、
不
亦
属
高
義
耶
。
又
一
平
其
曲
直
、
不
亦
高
義
耶
。
又

奥
意
向
寄
目
、
青
州
天
性
附
急
、
一
興
意
向
書
目
、
青
州
天
性
崎
急
、
一
興
蓑
向
番
目
、
車
内
州
天
性
蛸
急
、

達
於
曲
直
、
君
嘗
先
除
曹
操
、
以
一
達
子
曲
直
、
君
嘗
先
除
曹
操
、
以
一
迷
於
曲
直
。
君
蛍
先
除
曹
操
、
以
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商士

嘉

日

校

本

本

靖

周

軍
ヰ
ド

-z

闘
キ
ゴ
4

遂
楽
平
原
、
走
保
南
皮
。

(
巻
七
「
曹
操
引
兵
取
査
開
」
)

卒
先
公
之
恨
。
事
定
之
後
、
乃
計

曲
直
之
分
、
不
亦
善
乎
。
若
迷
而

不
返
、
則
是
韓
誼
束
郭
自
因
子
前
、

而
被
回
父
之
破
也
。
諒
得
表
書
、
看

之
、
知
表
無
税
兵
意
、
調
料
非
操

敵
、
途
棄
平
原
、
走
保
南
皮
。

(
巻
四
勺
凹
操
引
兵
取
壷
闘
し
)

右
に
見
る
よ
う
に
、
周
回
校
本
・
呉
税
明
本
・
毛
宗
間
本
に
お
い

て
、
嘉
靖
本
の
「

1
直
抵
平
原
」
と
「
諌
料
非
敵

1
」
の
聞
に
新
し

い
話
が
括
入
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
要
約
を
掲
げ
た
す
べ
て
の

十
一
向
説
話
は
、
こ
の
よ
う
に
嘉
靖
本
に
見
ら
れ
ず
、
周
回
校
本
・

呉
税
明
本
で
は
括
入
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
毛
宗
同
本
へ
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
嘉
靖
本
か
ら
毛
宗
同
本
に
至
る
聞
に
、

す
で
に
内
容
に
嬰
化
が
あ
っ
た
こ
と
|
|
新
し
い
設
話
を
揺
入
す
る

と
い
う
一
段
階
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
十
一
の
新
た
に
括
入
さ
れ
た
説
話
の
来
源
は

ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

先
的
要
約
問
の
闘
索
説
話
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
て

き
た
よ
う
に
、
『
花
開
索
侍
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
宋
代
の
頃
か
ら
の

閥
索
に
つ
い
て
の
民
聞
の
侍
読
等
が
来
源
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

呉

観

明

本

卒
先
公
之
恨
。
事
定
之
後
、
乃
計

曲
直
計
、
不
亦
普
乎
。
若
迷
而

不
返
、
則
是
斡
産
東
郭
自
因
子
前
、

而
被
由
父
之
狼
也
。
調
得
表
書
看

之
、
知
表
無
税
兵
意
、
調
料
非
操

敵
、
遺
棄
平
原
、
定
保
南
皮
。

(
第
三
十
三
回
「
曹
操
引
兵
取
壷
闘
し
)

毛

間

本

{ 

刀て

卒
先
公
之
恨
。
事
定
之
後
、
乃
計

曲
直
、
不
亦
普
乎
。
若
迷
而

不
返
、
則
是
緋
脱
束
郭
自
国
於
前
、

市
池
田
父
之
獲
也
。
調
得
表
書
、

知
表
無
投
兵
之
意
、
又
自
料

不
能
敵
操
、
建
楽
平
原
、
走
保
南
皮
。

(
第
三
十
三
回
)

そ
れ
以
外
の
残
り
十
の
説
話
の
も
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
記
述
は
、
す
べ
て
『
三
園
志
』
お
よ
び
そ
の
袋
松
之
注
、
墨
田
書
』

と
い
っ
た
正
史
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
揺
入
説
話
は
歴
史
事
寅
と

し
て
も
正
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
話
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の

文
章
・
内
容
は
、
正
史
よ
り
も
む
し
ろ
『
資
治
通
鑑
』
に
非
常
に
近

い
。
次
に
そ
の
一
例
を
示
し
て
み
よ
う
。
要
約
の
問
、
夏
侯
令
の
女

の
話
に
つ
い
て
、
周
回
校
本
『
三
園
士
山
』
・
『
資
治
活
鑑
』
の
記
述
を
掲

げ
る
。
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巻
十

其

家

府

憧

、

一

其

家

精

怖

調
之
目
、
人
生
世
間
、
如
甑
塵
懐
弱
一
謂
之
目
、
人
生
世
間
、
如
軽
座
楼
弱

草
、
何
至
自
苦
如
此
。
且
夫
家
今
被
司
馬
氏
夷
滅
一
草
耳
、
何
至
自
苦
乃
爾
。
且
夫
家
夷
減

巳
輩
、
守
此
欲
誰
矯
哉
。
令
女
泣
日
、
吾
聞
仁
一
己
輩
、
守
此
欲
誰
矯
哉
。
令
古
田
、
吾
開
仁

者
不
以
盛
衰
改
節
、
義
者
不
以
存
亡
易
心
。
智
一
者
不
以
盛
衰
改
節
、
義
者
不
以
存
亡
易
心
。
曹

氏
前
盛
之
時
、
向
欲
保
終
、
況
今
滅
亡
、
何
忍
一
氏
前
盛
之
時
、
向
欲
保
終
、
況
今
衰
亡
、
何
忍

棄
之
。
此
禽
獣
之
行
、
吾
宣
馬
子
。
司
馬
路
棄
之
。
此
禽
獣
之
行
、
吾
宣
筒
乎
。
司
馬
路

間
而
賢
之
、
聴
使
乞
子
自
養
篤
曹
氏
後
。
間
而
賢
之
、
線
使
乞
子
字
養
錫
曹
氏
後
。

後
附
村
嫁
之
。

令
女
又
断
去
其
鼻
。

復
持
嫁
之
。

令
女
箱
入
寝
室
、
引
万
自
断
其
鼻
。

其

父

欲

改

嫁

之

。

令

女

椴

一

其

父

文

寧

欲

嫁

之

。

耳
自
替
、
居
嘗
依
爽
。
爽
被
株
、
一
一
剛
耳
以
自
響
、
居
常
依
爽
。

其
家
上
香
典
曲
目
氏
絶
婚
、
強
週
令
女
館
。
其
家
上
書
絶
昏
、

令
女
万
裁

爽
誌
、強

迦
以
蹄
。

臼

校

本

時
有
令
女
、
乃
曹
爽
従
弟
文

叔
之
妻
、
乃
夏
侯
令
女
也
。
早
寡
而
無
子
、

周

叔
妻
夏
侯
帝
女
、
早
寡
市
無
子

資

治

通

鑑

「
司
馬
誌
父
子
乗
政
」

(
巻
七
十
五
貌
紀
七
即
陵
腐
公
嘉
平
元
年

爽
従
弟
文

園
志
(
我
注

皇
甫
誼
列
古
川
田
目
、
爽
従
弟
文
叔
、
妻
議
郡
夏
侯

文
寧
之
女
、
名
令
女
。
文
叔
早
死
、
服
閥
、
自

以
年
少
無
子
、
恐
家
必
家
己
、
乃
断
髪
以
鴬
信
。

其
後
、
家
果
欲
嫁
之
、
令
女
問
、
卸
復
以
万
椴

雨
耳
、
居
止
常
依
爽
。
及
爽
被
誌
、
曹
氏
量
死
。

令
女
叔
父
上
書
興
曹
氏
絶
婚
、
張
担
令
女
院
。

時
文
寧
需
梁
相
、
憐
其
少
、
執
義
、
又
曹
氏
無

遺
類
、
其
其
意
祖
、
廼
微
使
人
楓
之
。
令
女
歎

且
泣
目
、
吾
亦
惟
之
、
許
之
是
也
。
家
以
局
信
、

防
之
少
僻
。

A
W
女
於
是
縞
入
寝
室
、
以
万
断
鼻
、

袈
被
而
臥
。
其
母
呼
輿
語
、
不
聴
、
殻
被
硯
之
、

血
流
揃
林
席
。
血
中
家
驚
慢
、
奔
往
視
之
、
英
不

酸
鼻
。
或
謂
之
目
、
人
生
世
間
、
如
軽
鹿
楼
弱

草

耳

、

何

至

辛

苦

題

爾

、

旦

夫

家

夷

滅

巳
議
、
守
此
欲
誰
潟
哉
。
令
女
目
、
問
仁

者
不
以
盛
衰
改
節
、
義
者
不
以
存
亡
易
心
。
曹

氏
前
盛
之
時
、
向
欲
保
終
、
況
今
滅
亡
、
何
忍

棄
之
。
此
禽
猷
之
行
、
吾
宣
偶
子
。
司
馬
宣
王

聞
而
嘉
之
、
聴
使
乞
子
字
養
矯
曹
氏
後
、
名
瀬

子
世
。

(
巻
九

曹
爽
伴
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コ
ニ
図
志
』
裳
注
に
は
、
夏
侯
令
女
が
再
嫁
さ
せ
ら
れ
る
の
を
恐
れ

て
髪
を
切
っ
た
と
か
、
令
女
の
父
文
寧
が
若
く
し
て
操
を
守
っ
て
い

る
娘
を
憐
ん
で
再
婚
を
勧
め
た
と
こ
ろ
令
女
が
承
知
し
た
の
で
監
視

を
緩
め
た
、
と
い
う
記
述
が
見
え
る
が
、
『
資
治
通
鑑
』
・
周
回
校
本

の
ど
ち
ら
に
も
な
い
。
ま
た
『
三
闘
志
』
で
は
「
文
叔
早
死
、
服
閥
、

自
以
年
少
無
子
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
『
資
治
遁
鐙
』
・
周
回

校
本
と
も
に
「
早
寡
而
無
子
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
『
三
園
志
』
で
は

「
其
後
、
家
呆
欲
嫁
之
」
の
部
分
が
、
『
資
治
遁
鑑
』
で
は
「
其
父
文

寧
欲
嫁
之
、
周
回
校
本
で
は
「
其
父
欲
改
嫁
之
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
例
は
さ
ら
に
い
く
つ
か
指
摘
で
き
、
新
た
な
括
入
設
話

内
文
章
が
『
三
園
志
』
よ
り
も
む
し
ろ
『
資
治
逼
鑑
』
に
近
い
こ
と

が
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
括
入
設
話
の
も
と
に
な
っ
た
記
述
は
正
史

に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
直
接
正
史
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た

も
の
で
は
な
い
。

と
は
い
え
、
そ
れ
が
直
接
『
資
治
遁
鑑
』
に
基
づ
い
た
と
も
い
え

ま
い
。
『
三
園
演
義
』
は
正
史
『
三
園
志
』
よ
り
も
『
十
七
史
詳
節
』

に
基
づ
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
様
の
理
由
で
、
周
回

校
本
等
に
お
け
る
揖
入
設
話
も
『
資
治
遁
鑑
』
系
の
通
俗
歴
史
書
に

基
づ
い
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
と
思
う
。

元
代
の
頃
か
ら
『
資
治
遁
鑑
』
を
も
と
に
し
た
通
俗
書
が
か
な
り

の
流
行
を
見
せ
て
お
り
、
そ
の
流
行
は
明
代
に
な
っ
て
も
縫
い
て
い

た
。
『
寅
文
堂
書
目
』
・
『
紅
雨
模
書
目
』
と
い
っ
た
明
代
的
私
家
書

目
等
を
見
る
と
、
『
逼
鑑
纂
要
』
・
『
資
治
遁
鑑
節
要
』
・
『
通
鑑
綱
領
』

と
い
っ
た
『
資
治
通
鐙
』
の
節
録
書
・
遁
俗
書
と
思
わ
れ
る
書
物
が

著
録
さ
れ
て
い
る
。
嘉
靖
か
ら
高
暦
に
か
け
て
も
こ
れ
ら
『
資
治
活

鑑
』
の
通
俗
書
の
流
行
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
表
題
に
「
遁
鑑
」
と

掲
げ
て
い
る
以
上
、
『
資
治
遁
鑑
』
ゃ
あ
る
い
は
『
遁
鑑
紀
事
本
末
』
・

『
通
鑑
綱
目
』
に
基
づ
く
も
の
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
文
章
も
正
史
よ

り
は
『
資
治
遁
鑑
』
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
周
回
校
本
等
に
あ
と

か
ら
揺
入
さ
れ
た
設
話
の
文
章
も
正
史
よ
り
は
『
資
治
逼
鑑
』
に
泣

い
も
の
で
あ
っ
た
。
明
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
も
比
較
的
流
行
し

て
い
た
『
資
治
活
鑑
』
に
基
づ
く
通
俗
書
こ
そ
が
、
揺
入
設
話
の
直

接
の
母
胎
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
具
体
相
に

つ
い
て
は
今
後
の
検
討
に
待
ち
た
い
。

繍
い
て
嘉
・
周
・
呉
・
毛
各
本
に
お
い
て
、
同
じ
場
面
・
同
じ
個

所
の
文
章
や
表
現
が
ど
の
よ
う
に
異
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
特
に

問
題
と
な
る
黙
を
指
摘
し
て
み
た
い
。
文
章
・
表
現
の
遭
い
は
、
前

節
で
鯛
れ
た
よ
う
な
内
容
の
遠
い
に
比
べ
れ
ば
小
さ
な
も
の
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
で
も
版
本
町
接
選
に
関
し
て
は
重
要
な
問
題
を
含
ん
で

い
る
と
思
わ
れ
る
。

剤
州
の
劉
表
と
仲
遣
い
を
し
た
孫
竪
は
、
江
東
よ
り
劉
表
討
伐
の

兵
を
翠
げ
た
。
一
方
迎
え
討
つ
劉
表
側
の
大
将
は
劉
表
の
妻
禁
夫
人



の
兄
で
あ
る
察
唱
。

大
将
程
普
に
敗
れ
、

察
唱
は
孫
竪
に
戦
い
を
挑
ん
だ
が
、
孫
竪
軍
の

裏
陽
城
へ
逃
げ
込
ん
だ
。
孫
竪
は
袈
陽
城
を
園

嘉

靖

本

111 ) 

忽
一
目
、
狂
風
腕
起
、
持
中
軍
帥

字
旗
竿
吹
折
。
程
普
目
、
此
不
祥

之
兆
也
。
遅
来
帳
下
見
孫
竪
目
、

中
軍
帥
字
旗
竿
被
風
吹
折
、
於
軍

不
利
也
、
可
暫
班
師
。
竪
目
、
吾

累
戦
累
勝
、
取
喪
陽
只
在
旦
夕
、

宣
可
因
風
折
旗
竿
而
龍
兵
。
韓

蛍
目
、
此
旗
乃
軍
中
之
主
、
亦
不
可

軽
易
。
堅
田
、
風
乃
天
地
呼
吸
之

集
、
方
今
隆
h

ふ
¥
朔
風
暴
起
、
折
断

大
旗
、
何
足
篤
怪
。
吾
平
生
用
兵
、

不
信
此
等
異
事
。
只
理
舎
得
攻
域
。

(
巻
二
「
孫
竪
跨
江
戦
劃
表
」

本

忽
一
目
、
狂
風
膝
起
、
持
中
軍
帥

宇
旗
竿
吹
折
。
程
普
目
、
此
不
粋

之
兆
也
。
逗
来
帳
下
見
孫
竪
目
、

中
軍
帥
字
旗
竿
被
風
吹
折
、
於
軍

不
利
也
、
可
暫
班
師
。
堅
目
、
吾

累
戟
累
勝
、
取
袈
陽
只
在
旦
夕
、

室
可
因
風
折
断
旗
竿
而
罷
兵
。
韓

首
目
、
此
旗
乃
軍
中
之
主
、
亦
不
可

軽
易
。
堅
田
、
風
乃
天
地
呼
吸
之

気
、
方
今
隆
b
b
¥
朔
風
暴
起
、
折
断

大
旗
、
何
足
矯
怪
。
吾
平
生
用
兵
、

不
信
此
等
異
事
。
只
理
官
得
攻
城
。

周

日

校

(
巻
一
「
孫
堅
跨
江
戟
劉
表
」

ん
だ
も
の
の

し
ば
ら
く
は
落
と
せ
な
い
で
い
た
。

呉

観

字、忽
旗、ー
竿、日

狂
風
膝
起

~ey. 
中、|本
軍、
帥、

明

出
-究研円本版お

こ
の
場
面
で
は
、
嘉
靖
本
と
周
回
校
本
町
記
述
は
ほ
ぼ
同
じ
と
言
つ

蹴
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
ど
ち
ら
も
、
あ
る
日
狂
風
が
吹
い
て
本
隊
の
「
帥
」

三
の
字
の
旗
が
折
れ
た
た
め
、
程
普
は
不
吉
で
あ
る
か
ら
軍
を
引
く
よ

5

う
孫
竪
に
勧
め
た
が
孫
堅
は
聞
か
ず
、
次
い
で
韓
蛍
も
旗
が
折
れ
た

7

こ
と
の
不
吉
を
主
帳
す
る
が
、
孫
堅
は
こ
れ
に
も
耳
を
か
さ
ず
城
を

被
風
吹
折
、
子
軍

不
利
也
、
可
暫
班
師
。
竪
目
、
吾

履
戦
屡
勝
、
取
裏
陽
只
在
旦
夕
、

堂
可
因
風
折
断
旗
竿
而
龍
兵
。
韓

首
目
、
此
旗
乃
軍
中
之
主
、
亦
不
可

軽
品
。
堅
田
、
風
乃
天
地
呼
吸
之

気
、
方
今
隆
h

件
¥
朔
風
暴
起
、
折
断

大
旗
、
何
足
駕
怪
。
吾
平
生
用
兵
、

不
信
此
等
兵
事
。
只
連
合
得
攻
城
。

(
第
七
回
「
孫
堅
跨
江
職
劃
表
」
)

毛

閥

本

攻
め
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
嘉
靖
本
・
周
目
校
本
町

温
い
は
文
字
の
異
同
程
度
で
し
か
な
い
。

し
か
し
呉
観
明
本
で
は
少
々
事
情
が
異
る
。
嘉
靖
本
・
周
回
校
本

の
「
狂
風
膝
起
、
勝
中
箪
帥
字
旗
竿
吹
折
。
穏
普
目
、
此
不
祥
之
兆

也
。
逗
来
帳
下
、
見
孫
堅
目
、
中
軍
帥
字
旗
竿
被
風
吹
折

1
」
め

{ 

方言

忽
一
日
、
狂
風
膝
起
、
将
中
軍
帥

字
旗
竿

吹
折
。
韓
首
目
、
此

非
吉
兆
、
可
師
団
班
師
。
竪
目
、
吾

屡
戦
屡
勝
、
取
袈
陽
只
在
旦
夕
、

宣
可
因
風
折
旗
竿
、
遮
爾
罷
兵
。

途
不
聴
韓
掛
田
之
言
、
攻
城
愈
急
。

(
第
七
回

傍
鮎
は
筆
者
)



6
部
分
が
、
呉
槻
明
本
で
は
「
狂
風
駿
起
、
持
中
軍
帥
字
旗
竿
被
風
吹

7

折

1
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
嘉
絹
本
・
周
回
校
本
内
「
中
寧
帥

字
旗
竿
吹
折
。
程
普
目
、
此
不
祥
之
兆
也
。
逗
来
帳
下
、
見
孫
堅

目
」
の
お
よ
そ
二
十
五
文
字
が
呉
観
明
本
に
お
い
て
脱
落
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
嘉
靖
本
・
周
回
校
本
的
文
章
中
に
「
中
軍
帥

字
旗
竿
」
町
六
文
字
が
二
度
出
て
く
る
た
め
に
、
呉
脱
明
本
で
は

「
中
箪
帥
字
旗
竿
」
と
い
う
六
文
字
に
挟
ま
れ
る
部
分
と
そ
の
六
文

字
の
一
方
を
誤
っ
て
欠
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
呉
鋭
明
本
で

は
文
章
が
前
後
で
繋
が
ら
ず
、
讃
め
な
く
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
毛
宗
同
本
を
見
る
と
、
呉
税
明
本
で
脱
落
し
て
い
た
二
十

五
文
字
は
毛
宗
山
岡
本
に
も
な
い
。
嘉
靖
本
・
周
回
校
本
で
は
本
来
そ

の
二
十
五
文
字
に
績
い
て
あ
っ
た
程
普
の
セ
リ
7
「
於
軍
不
利
也
、

可
暫
班
師
」
は
、
毛
宗
同
本
で
は
「
此
非
吉
兆
、
可
暫
班
師
」
と
改

め
て
こ
れ
を
韓
首
の
セ
リ
7
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
嘉
・
周
・
呉
各

本
で
は
さ
ら
に
繍
い
で
あ
っ
た
孫
堅
と
韓
蛍
の
や
り
と
り
は
毛
宗
崩

校

嘉

本

本

周

摘

日

却
説
、
張
昭
入
見
孫
椛
日
‘
諸
葛

子
漁
知
窃
兵
勢
大
、
故
推
作
使
而

去

、

必

降

玄

徳

失

。

椛

目
、
不
然
。
孤
典
子
論
、
有
生
死

不
易
之
盟
。
子
職
不
負
於
孤
、
孤

却
説
、
張
昭
入
見
孫
思
目
、
諸
葛
子

瑞
知
萄
兵
勢
大
、

有
生
死

不
易
之
盟
。
子
論
不
負
於
孤
、
孤

本
で
は
取
り
去
ら
れ
て
い
る
。
取
り
去
っ
た
か
わ
り
に
、
先
の
殺
の

も
の
か
わ
か
ら
な
い
(
本
来
は
程
普
の
)
セ
リ
フ
の
と
こ
ろ
に
緯
蛍

の
名
前
を
持
っ
て
き
た
。
毛
宗
崩
本
で
こ
の
よ
う
な
修
訂
が
行
わ
れ

た
の
は
、
間
早
に
嘉
靖
本
や
周
回
校
本
の
文
章
を
簡
略
に
し
た
の
で
は

あ
る
ま
い
。
毛
宗
山
岡
本
が
基
づ
い
た
テ
キ
ス
ト
は
呉
観
明
本
ま
た
は

そ
れ
と
同
様
の
文
章
の
脱
落
を
含
む
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
て
、
そ
の
脱

落
の
た
め
に
識
め
な
く
な
っ
た
部
分
の
つ
じ
つ
ま
を
あ
わ
せ
よ
う
と

し
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
毛
宗
山
岡
本
的

成
立
に
先
ん
じ
て
呉
税
明
本
(
も
し
く
は
そ
の
類
似
本
)
が
存
在
し

て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

も
う
ひ
と
つ
別
の
例
を
挙
げ
て
お
く
。
場
面
は
、
劉
備
が
胸
羽
・
張

飛
の
仇
を
討
つ
た
め
に
萄
の
園
中
の
兵
力
を
傾
け
て
呉
へ
攻
め
よ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
知
ら
せ
を
聞
い
た
孫
植
は
、
和
陵
町
使
者

と
し
て
諸
葛
孔
明
円
貨
の
兄
諸
葛
瑳
(
字
は
子
論
)
を
成
都
に
派
遣

し
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

呉

4悦

却
説
、
張
昭
見
孫
櫛
目
、
諸
葛
子

稔
知
萄
兵
勢
大
、
故
恨
以
講
和
儒

酔
、
欲
背
呉
入
司
。
此
去
必
不
回

失
。
櫛
目
、
孤
血
ハ
子
稔
、
有
生
死

不
易
之
盟
。
孤
不
負
子
稔
、

毛

附

本

本

宗

明

却
説
、
張
昭
入
見
孫
植
田
、
諸
葛
子

稔
知
萄
兵
勢
大
、
故
限
以
講
和
儒

僻
、
欲
背
呉
入
萄
。
此
去
必
不
回

失
。
師
団
目
、
孤
奥
子
市
冊
、
有
生
死

不
易
之
盟
。
子
喰
不
負
子
孤
、
孤



墓十七 日'、 柴桑時不於負 嘉

瑞子也。 靖

昔
日

子瑞 本

在

日、 桑柴時
於不負 周

者ー孔長
日

校|

孤語子 本

) 子瑞 職在

2千官 日:、 桑柴時 子不負
呉|

一:、子

3臣喜普不 室t"t# 目

観

日月

孤子語論 子子在市
本

留之。 柴桑時 子稔亦

、不孤負 毛干し

明来 富小

呉昔

八第
同

孤義子本十

回 議子 職在

こ
こ
で
嘉
靖
本
と
周
回
校
本
の
文
章
を
比
較
す
る
と
、
嘉
靖
本
の

「
故
推
作
使
而
去
、
必
降
玄
徳
失
。
檎
目
、
不
然
、
孤
典
子
稔
」
と

い
う
十
九
文
字
が
周
回
校
本
で
は
脱
落
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
周

回
校
本
の
ま
ま
で
は
文
章
が
績
か
ず
、
積
め
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
呉
観
明
本
で
は
、
周
回
校
本
で
股
落
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
「
故

仮
以
講
和
矯
僻
、
欲
背
呉
入
萄
、
此
去
必
不
回
失
。
権
回
、
孤
典
子

川
稔
」
と
い
う
表
現
を
補
っ
て
文
章
の
つ
じ
つ
ま
を
あ
わ
せ
て
い
る
。

中
そ
し
て
呉
観
明
本
で
補
わ
れ
た
文
章
は
そ
の
ま
ま
毛
宗
関
本
に
受
け

究
継
が
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
毛
宗
同
本
の
成
立
に
先
だ
っ
て
呉
槻

岬
明
本
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
周
回
校
本
で
脱

本
落
の
あ
っ
た
部
分
に
お
い
て
、
嘉
靖
本
の
本
来
の
文
章
と
呉
観
明
本

献
で
補
わ
れ
た
文
章
を
比
較
す
る
と
、
内
容
こ
そ
大
差
な
い
が
、
そ
れ

峨
ぞ
れ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
実
に
は
大
き
な
開
き
が
み
ら
れ
る
。
こ

ヨ
れ
は
呉
観
明
本
に
お
い
て
嘉
靖
本
の
文
章
を
改
め
た
た
め
で
は
な
く
、

呉
税
明
本
に
先
ん
ず
る
周
回
校
本
に
誤
り
が
あ
り
、
そ
の
誤
り
を
嘉

巧，7
靖
本
と
は
別
の
と
こ
ろ
で
訂
正
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
相
違
で

し
た
が
っ
て
呉
税
明
本
の
成
立
に
先
ん
じ
て
周
回
校
本
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
各
本
間
に
お
け
る
文
章
・
表
現
の
遣
い
と
前
節

で
鯛
れ
た
新
し
い
説
話
の
括
入
の
場
合
、
草
川
端
本
と
毛
宗
同
本
を
比

べ
れ
ば
当
然
内
容
や
文
章
が
異
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
相
塗

は
毛
宗
同
本
が
嘉
靖
本
の
文
章
を
修
訂
し
た
結
果
で
は
な
い
。
確
か

に
嘉
靖
本
周
回
校
本
・
呉
観
明
本
の
三
種
と
も
同
様
の
文
章
・
表

現
を
し
て
お
り
毛
宗
闘
本
で
大
き
く
手
が
加
え
ら
れ
た
個
所
も
多
い

が
、
嘉
靖
本
と
毛
宗
嗣
本
町
相
違
は
た
だ
そ
う
し
て
生
じ
た
も
の
だ

け
で
は
な
い
。
毛
宗
山
岡
本
が
成
立
す
る
以
前
に
は
少
な
く
と
も
周
目

校
本
・
呉
観
明
本
と
い
う
こ
段
階
が
あ
り
、
そ
れ
を
経
て
毛
宗
山
岡
本

が
成
立
し
た
。
そ
し
て
こ
の
二
段
階
は
内
容
や
文
章
・
表
現
に
つ
い

て
の
銀
化
で
も
あ
っ
て
、
さ
ら
に
毛
宗
関
本
が
底
本
に
針
し
て
ど
の
よ

う
な
修
訂
を
行
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
も
関
わ
る
大
き
な
意
味
を
持
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

あ
ろ
‘
っ
。
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四

こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
四
種
の
版
本
の
他
に
、
一
幅
建
の
建
安

で
出
版
さ
れ
た
『
三
園
志
侍
』
と
呼
ば
れ
る
二
十
巻
本
が
存
在
す
る
。

こ
の
建
安
二
十
巻
本
は
毛
宗
山
岡
本
が
成
立
し
て
い
く
過
程
に
封
し
て

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
駄
に
つ
い
て
建

嘉

靖

本

遂
扶
病
見
布
。
布
目
、
大
夫
何
来
。
珪
目
、
問
柏
村
軍
死
至
、
特
来
吊
喪
。

布
貼
品
目
、
何
故
出
此
言
。

珪
目
、
前
者
家
公
路
以
金
吊
選
公
、
欲
殺
玄
徳
、

公
射
戟
解
之
。
術
来
求
親
、
其
中
欲
公
女
偶
賀
、
随
後
便
来
取
玄
徳
首
級
。

否
、
必
来
求
借
銭
糧
、
或
求
協
助
、
公
必
允
之
。
早
晩
造
反
、
公
乃
反
賊
親

周
也
。

(
巻
四
「
呂
奉
先
版
門
射
戟
」

嘉
靖
本
と
余
象
斗
本
町
記
述
を
比
較
す
る
と
、
余
象
斗
本
の
「
珪

目
、
今
日
開
将
軍
嫁
女
典
蓑
術
、
此
取
死
之
道
也
。
布
問
其
故
。
」
町

二
十
二
字
が
嘉
靖
本
で
は
脱
落
し
て
い
る
。
こ
の
脱
落
に
よ
り
嘉
靖

本
の
文
章
が
積
め
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、
内
容
と
し
て

は
余
象
斗
本
町
方
が
優
れ
て
い
る
と
思
う
。
し
か
も
嘉
靖
本
で
脱
落

し
て
い
る
部
分
は
二
度
現
わ
れ
る
「
珪
日
」
と
い
う
二
文
字
に
挟
ま

れ
て
お
り
、
嘉
靖
本
の
脱
落
に
は
前
提
と
し
て
余
象
斗
本
の
よ
う
な

安
二
十
巻
本
系
の
代
表
的
刊
本
と
し
て
余
象
斗
本
を
取
り
上
げ
て
考

え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
第
一
円
例
。
場
面
は
、
意
術
と
呂
布
が
縁
談
を
結
ん
で
劉

備
と
敵
封
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
、
問
時
珪
が
芸
術
と
呂
布
の
縁
談

を
成
立
さ
せ
ま
い
と
し
て
、
呂
布
に
破
談
を
勧
め
る
と
こ
ろ
で
あ

"。。

余

塾

斗

本

遂
扶
病
見
布
。
布
目
、
大
夫
何
来
.
珪
目
、
開
将
軍
死
、
茶
特
来
吊
喪
。

布
驚
目
、
何
故
出
此
言
。
珪
目
、
今
日
間
将
軍
嫁
女
奥
蓑
術
、
此
取
死

之
道
也
。
布
間
其
故
。
珪
目
、
前
者
意
術
以
金
市
迭
公
、
欲
殺
倒
備
、

公
射
戟
解
之
。
術
求
親
、
其
中
欲
公
女
儒
質
、
随
後
便
来
取
劉
備
首
級

了
、
必
借
銭
穂
、
又
求
協
助
、
公
必
允
之
。
早
晩
造
反
、
公
乃
反
賊
親

風
也
。

(
巻
=
一
「
呂
布
賊
門
射
戟
」

文
章
が
考
え
ら
れ
る
。
嘉
靖
本
と
余
象
斗
本
を
比
較
し
た
場
合
、
余

象
斗
本
は
嘉
靖
本
よ
り
も
刊
行
が
遅
れ
る
版
本
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
嘉
靖
本
に
こ
の
よ
う
な
脱
落
が
意
外
と
多
く
見
ら
れ
る
。
こ

れ
は
余
象
斗
本
が
嘉
晴
本
の
文
章
を
正
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
宜
前
靖

本
の
盟
問
り
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
っ
た
現
象
が
見
ら
れ
る
の
は
、
嘉
柄
本

と
余
象
斗
本
に
共
遜
す
る
よ
り
古
い
組
本
が
あ
っ
て
、
そ
の
組
本
か

ら
嘉
靖
本
が
生
じ
る
段
階
で
文
章
の
一
部
を
書
き
落
と
す
と
い
う
誤



り
が
生
じ
、
一
方
余
象
斗
本
は
誤
り
を
生
ず
る
こ
と
な
く
租
本
の
文

章
を
受
け
つ
い
で
い
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
余
象
斗
本
や

他
円
建
安
二
十
巻
本
は
、
嘉
晴
本
や
毛
宗
筒
本
が
成
立
す
る
過
程
と

は
別
の
系
統
に
位
置
す
る
版
本
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
と
同
時
に
建
安
二
十
巻
本
の
方
が
嘉
靖
本
よ
り
も
古
い
形
を
留
め

て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

余
象
斗
本
の
方
が
嘉
靖
本
よ
り
も
古
い
形
を
留
め
て
い
る
と
思
わ

れ
る
例
を
も
う
一
つ
挙
げ
て
お
こ
う
。
場
面
は
、
蓋
卓
が
少
帝
を
殿

し
て
新
し
い
皇
帝
を
擁
立
し
よ
う
と
し
た
が
、
虚
植
が
止
め
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
『
資
治
遁
鏡
』
の
記
地
も
あ
わ
せ
て
示
す
。

植官 也。 議郎彰f諌自 査

、之今先害 大卓怒

遂逃難 日抜、 嘉

芸首 aよ両塵p夫語F虚草両 個話前 靖

5凋領昔コ容.+6 里詰h・欲話本

2 、宮藻邑、人

) 但免 之望

逃難洛陽拝於地 蓋

而去、 不乃、 告而 ま怒、

隠忍 免。創抜向前
余

於君主

墓一 谷山。 天下到此 植日
象

4 

i幸学 4長町椅i一 本

) 而出 惣久 百官皆

墓十九 普t星免~îfi産 時'iiIl，君譲車!sl'主量坐担

資

隠今先害之 回

位五一 於上谷 天、 虚、 槌将殺
治

通

害平平 卓 察矯也 鑑

乃之
止、人、請

き 但之議

)11 ) 

嘉
靖
本
で
は
、
虚
植
を
殺
そ
う
と
し
た
萱
卓
を
茶
邑
・
努
伯
の
二

中
人
が
諌
言
し
て
止
め
る
と
、
虚
植
は
官
を
捨
て
て
難
を
避
け
た
、
と

究
な
っ
て
い
る
。
一
方
余
象
斗
本
は
、
慮
植
を
殺
そ
う
と
し
た
蓋
卓
を

岬
百
官
が
止
め
、
虚
植
は
漢
王
朝
の
滅
亡
を
嘆
き
な
が
ら
出
て
い
き
、

肺
山
谷
に
隠
れ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
同
じ
場
面
で
も
嘉
靖
本
と

動
余
象
斗
本
で
文
章
が
大
き
く
異
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
『
資
治
遁
鐙
』

酬
を
見
る
と
、
富
小
山
国
・
彰
伯
が
現
わ
れ
る
こ
と
、
彰
伯
の
警
一
問
、
虚
槌

目
一
が
上
谷
に
隠
れ
る
こ
と
、
ど
れ
も
嘉
靖
本
と
内
容
が
一
致
し
、
文
章

9

も
非
常
に
近
い
。
し
か
も
嘉
靖
本
の
こ
の
場
面
に
お
い
て
、
茶
色
-

7

彰
伯
は
前
後
と
何
の
脈
絡
も
な
く
突
如
と
し
て
現
わ
れ
て
お
り
、
特

に
彰
伯
は
こ
の
場
面
に
一
度
名
前
が
出
た
き
り
も
う
二
度
と
登
場
す

る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
嘉
靖
本
が
よ
り
古
い
テ
キ
ス
ト
を
書
き
改

め
る
に
あ
た
っ
て
、
『
資
治
遁
鑑
』
か
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
歴
史

書
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一

方
で
余
象
斗
本
町
方
は
よ
り
古
い
テ
キ
ス
ト
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
受

け
継
い
だ
、
つ
ま
り
余
象
斗
本
の
ほ
う
が
嘉
靖
本
よ
り
も
古
い
形
を

留
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
嘉
靖
本
よ
り
も
士
口
く
、
よ
り
羅
貫
中
の
原
作

に
近
い
租
本
が
想
定
で
き
る
。
嘉
靖
本
は
現
存
す
る
『
三
園
演
義
』

の
版
本
中
の
古
本
で
は
あ
っ
て
も
、
決
し
て
最
も
優
れ
た
テ
キ
ス
ト
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と
は
言
え
な
い
し
、
ま
た
羅
貰
中
の
原
作
に
最
も
近
い
も
の
で
も
な

い
の
で
あ
る
。

五

従
来
周
日
校
本
は
嘉
靖
本
を
底
本
と
し
、
そ
れ
に
閥
紫
設
話
や

「
考
讃
」
・
「
糟
義
」
・
「
補
注
」
等
を
増
補
し
た
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。

嘉

周

本

楠

却
説
、
玄
徳
知
裳
術
己
喪
、
窮
表
申
朝
、
書
呈

曹
操
、
令
朱
盤
・
路
昭
同
許
都
、

し
か
し
寅
は
そ
の
他
に
も
新
し
い
設
話
が
揺
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
先
に
越
べ
た
。
そ
し
て
文
章
・
表
現
に
つ
い
て
言
、
え
ば
、

大
半
は
嘉
靖
本
と
周
回
校
本
で
は
一
致
し
、
そ
の
遣
い
は
比
較
的
少

な
い
と
言
え
る
が
、
し
か
し
少
な
い
な
が
ら
も
雨
者
向
表
現
の
遣
い

は
重
大
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
次
の
よ
う
を
例
。

日

校

本

余

本

象

斗

却
設
、
玄
徳
知
設
術
巳
喪
、
官
同
表
申
朝
、
書
呈

叩
即
日
操
、
帝
朱
霊
路
昭
国
許
都
、
留
下
軍
馬
、
保

守
徐
州
。
玄
徳
見
一
路
人
民
流
散
、
随
底
招
諭

復
業
、
来
還
徐
州
。
朱
盤
・
路
昭
回
許
都
、
見

官
操
設
、
玄
徳
留
下
軍
馬
。
曹
公
欲
斬
二
人
。

(
巻
=
一
「
閥
雲
長
襲
斬
車
問
」
)

見

曹
操
設
、
玄
徳
留
下
軍
馬
。
叩
即
日
公
欲
斬
二
人
。

(
巻
五
「
闇
雲
長
襲
斬
車
同
」
)

こ
こ
で
嘉
靖
本
と
周
日
校
本
を
比
較
す
る
と
、
周
回
校
本
の
「
留
下

軍
馬
、
保
守
徐
州
。
玄
徳
見
一
路
人
民
流
散
、
随
慮
招
諭
復
業
、
来

還
徐
州
。
朱
霊
・
路
昭
回
許
都
」
町
三
十
四
文
字
が
嘉
靖
本
で
は
脱

落
し
て
い
る
。
そ
し
て
余
象
斗
本
町
同
じ
個
所
を
見
る
と
、
嘉
端
本

で
脱
落
し
周
回
校
本
で
見
ら
れ
た
三
十
四
文
字
は
、
多
少
の
文
字
の

異
同
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
ほ
ぽ
同
じ
形
で
余
象
斗
本
に
も
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
こ
の
場
面
の
文
章
は
、
嘉
靖
本
で
は
脱
落
し
た
よ
り
古
い
と

思
わ
れ
る
文
章
が
、
系
統
的
異
な
る
は
ず
の
周
回
校
本
余
象
斗
本

却
設
、
玄
徳
知
設
術
己
死
、
寝
表
申
朝
、
書
呈

興
操
、
令
朱
陵
・
路
招
回
許
、
留
下
軍
馬
、
保

守
徐
州
。
玄
徳
見
於
路
人
民
流
散
、
随
慮
招
諭

復
業
、
来
還
徐
州
。
朱
陵
・
路
招
到
許
、

説
、
玄
徳
留
下
軍
。
操
欲
斬
二
人
。

(
巻
四
「
閥
雲
長
襲
車
宵
」
)

そ
れ
ぞ
れ
に
同
じ
形
で
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
嘉
端
本
に
お

け
る
股
落
は
、
周
日
校
本
で
い
え
ば
、
二
度
現
わ
れ
る
「
朱
露
路
昭

回
許
都
」
の
七
文
字
に
挟
ま
れ
る
部
分
と
そ
の
七
文
字
町
一
方
で
あ

る
。
前
後
二
度
現
わ
れ
る
同
じ
七
文
字
の
混
同
に
よ
っ
て
生
じ
た
股

落
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
、
つ
い
っ
た
嘉
靖
本
の
脱
落
は
、
嘉
・

周
・
余
各
本
を
比
較
し
た
と
き
に
、
こ
の
場
面
以
外
に
も
い
く
つ
か

指
摘
で
き
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
別
的
例
を
穆
げ
て
み
よ
う
。



高・可・殺自創玄
土壇。宰。敗天作・徳
上寸軒、市法・引
i守羊a退降
之血・見 。風。軍

、朱玄霞・直
其令向徳大街
法軍。急作過

>>o可士陥園、去
竺解伏日、唱。
「 。於 、軍気・張
雲 山・此 中・賀
高頭a妖 大 、 就

議 長.術科晶馬
鞭 賊・也 限上
骨 超・、被人披
F 来.来張馬髪
) 、日賀、伎

主tfr

本

靖

周

菜、宰、殺自飼玄
高、4昔、敗天作、徳

羊、、而用、引
i段取、退降。馬
之皿、見、風、軍

、朱玄雨、直

其令 f品{事大{商
法軍。急作温

*'可 f，{j回、去
二 解伏目、果、
「。於、軍集、張
客山、此兵、沖、賀
高 上、妖大天就

薬 託、術既設馬

警監:~付予 到、来揖馬仏
) 、日賀、伏

こ
の
例
で
は
、
使
用
さ
れ
て
い
る
語
業
主
ど
細
か
い
黙
で
嘉
柄
本
と

周
日
校
本
の
間
で
遣
い
が
見
ら
れ
、
か
っ
そ
の
場
合
周
回
校
本
と
余

川
象
斗
本
で
同
じ
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
嘉
靖
本
の
「
作
用
」
が

中
周
・
余
雨
本
と
も
「
作
法
」
に
、
同
じ
く
「
風
雨
」
が
「
風
雷
」
に
、

究
な
ど
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。

棚
こ
う
し
た
例
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
嘉
・
周
・
余
各
本
の
聞
に
は

本
次
の
よ
う
な
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
前
節
で
網
れ
た
呂
布
と
蒙
術
的

ω
縁
組
み
を
陳
珪
が
取
り
や
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
面
で
は
、
嘉
靖
本

摘
と
余
象
斗
本
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
嘉
靖
本
に
股
落
の
あ
る
こ
と

調
が
指
摘
で
き
た
が
、
周
回
校
本
町
該
賞
す
る
個
所
を
見
る
と
、
嘉
靖

本
と
一
字
一
句
遺
わ
な
い
の
で
あ
る
。

1
 

8

つ
ま
り
嘉
靖
本
と
余
象
斗
本
の
文
章
が
異
っ
て
い
る
部
分
を
周
日 日

校

本

余

本

象

斗

高・可・殺自初玄
域。宰・敗夫作。徳
上oj昔・、而法・引
i滋羊・退降 、軍
之血。見。風・

、朱玄雷・
其令 f，~j 徳大揖

-*法軍。急作温
三可土 M~ 回、去
1 解伏目、旦。
室 。於 、軍気・張
高 山。此 中・賀
接 現・妖大、就

飛 候。術科無馬
鞭賊。也限上
督 超・、被人披
F 来.来張馬な
) 、日賀、 f丈

傍
鮎
・
圏
鮎
は
筆
者

校
本
と
照
合
す
る
と
、
周
回
校
本
は
余
象
斗
本
の
方
に
一
致
す
る
場

合
と
嘉
靖
本
的
方
に
一
致
す
る
場
A
ロ
の
雨
様
が
あ
る
。
周
回
校
本
に

こ
の
よ
う
な
相
反
す
る
現
象
が
存
在
す
る
こ
と
は
何
を
意
味
し
て
い

る
の
だ
ろ
、
っ
か
。

嘉
靖
本
の
冒
頭
に
附
さ
れ
る
弘
治
甲
寅
の
庸
愚
子
の
序
に
は
次
の

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

若
東
原
羅
賀
中
以
平
陽
陳
詩
停
、
孜
諸
国
史
、
自
漢
露
帝
中
平
元
年
、

終
子
警
太
康
元
年
之
事
、
留
心
損
盆
、
目
之
目
、
『
三
園
志
通
俗
演
義
』
。

(
中
略
)
番
成
、
士
君
子
之
好
事
者
、
宰
相
謄
録
、
以
便
観
覧
、

こ
の
序
文
か
ら
考
え
る
に
、
『
三
園
演
義
』
が
刊
本
と
し
て
登
場
す
る

ま
で
は
潟
本
円
形
で
流
布
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
駕
本
で
あ
る

以
上
、
も
と
の
本
的
文
章
を
な
る
べ
く
忠
寅
に
書
き
潟
そ
う
と
す
る
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一
方
、
同
音
・
近
似
音
の
文
字
を
書
き
誤
っ
た
り
あ
る
一
節
を
書
き

8
落
と
し
た
り
す
る
こ
と
も
ま
ま
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
全
世

の
内
容
こ
そ
大
き
な
礎
化
は
な
い
が
、
細
か
い
部
分
に
到
っ
て
は
、

あ
る
も
の
は
本
来
的
正
し
い
文
章
を
侮
え
あ
る
も
の
は
書
き
損
じ
ゃ

文
章
の
脱
落
を
含
ん
だ
と
い
っ
た
様
々
な
『
三
園
志
通
俗
演
義
』
町

窮
本
が
登
場
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
中
の
比
較
的
誤
り

の
多
い
窮
本
を
も
っ
て
刊
本
的
形
と
な
っ
て
世
に
現
わ
れ
た
の
が
嘉

靖
本
で
あ
り
、
そ
れ
と
は
別
の
嘉
靖
本
が
基
づ
い
た
も
の
よ
り
は
誤

り
は
少
な
い
潟
本
を
も
と
に
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
説
話
や
「
考
詮
」

「
稗
義
L

.

「
補
注
」
な
ど
を
加
、
λ
て
刊
本
と
な
っ
た
の
が
周
回
校
本
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
嘉
柄
本
と
周
日
校
本
と
は
ほ

ぼ
同
系
統
の
文
章
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
る
場
合
に
は
周
日
校
本
と
建

安
二
十
巻
本
が
同
様
の
表
現
を
し
て
嘉
端
本
と
は
異
っ
て
い
る
と
い

う
現
象
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

建
安
二
十
巻
本
は
『
三
園
志
通
俗
演
義
』
の
潟
本
よ
り
も
よ
り
原

作
に
近
い
段
階
で
分
か
れ
出
、
後
に
な
っ
て
閥
索
説
話
等
を
取
り
込

ん
で
余
象
斗
本
等
の
諸
本
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
前
節

で
指
摘
し
た
嘉
靖
本
町
歴
史
書
に
よ
る
書
き
か
え
は
、
嘉
靖
本
の
段

階
で
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
よ
り
原
作
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
『
三

園
志
通
俗
演
義
』
の
潟
本
が
書
か
れ
る
段
階
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
嘉
靖
本
・
周
回
校
本
・
余
象
斗
本
町
三
極
的
版
本
は
、
途
中

に
様
々
な
段
階
が
あ
る
に
せ
よ
、
も
と
を
た
ど
れ
ば
あ
る
ひ
と
つ
の

本
か
ら
三
本
そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
出
た
版
本
で
は
な
い
か
と
思

。
、っ

毛
宗
尚
本
の
成
立
に
先
だ
っ
て
周
回
校
本
・
呉
制
肌
明
本
が
存
在
し

て
い
た
。
そ
の
中
町
一
つ
で
あ
る
周
日
校
本
が
嘉
靖
本
と
縦
の
閥
係

で
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
必
然
毛
宗
関
本
の
組
本
を
測
っ
て
も
嘉
柄
本

に
は
行
き
っ
か
な
い
こ
と
に
な
る
。
毛
宗
岡
本
的
成
立
過
程
か
ら
言

え
ば
、
事
靖
本
は
周
回
校
本
以
前
向
『
三
岡
演
義
』
円
形
を
あ
る
綴

皮
示
し
て
い
る
版
本
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
三
園
演
義
』

の
よ
う
な
図
式
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

の
版
本
町
撲
選
は
、
お
よ
そ
次

ー

ー

iw羽
硝
本

温
『
コ
一
図
志
通
俗

¥
;
消
義
』
宿
本

原
作
八
十
‘
「
|
1
↓
周
回
校
本
|
↓
呉
似
明
本
i
↓
毛
宗
関
本

Ju

建
安
二
十
巻
本

確
か
に
現
在
の
と
こ
ろ
、
周
回
校
本
は
嘉
端
本
を
も
と
に
し
た
版

本
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
も
完
全
に
は
否
定
で
き
ま
い
。
し
か
し
な

が
ら
先
に
示
し
た
よ
う
な
例
か
ら
す
る
と
、
嘉
摘
本
と
周
回
校
本
は

別
々
の
寝
本
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
派
生
し
た
二
つ
の
刊
本
で
あ
る
可
能
性

も
十
分
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



結

本
稿
で
は
、
現
存
す
る
『
三
園
演
義
』
の
わ
ず
か
五
種
の
版
本
を

用
い
て
毛
宗
山
岡
本
が
成
立
し
て
い
く
過
程
を
探
っ
て
み
た
。
こ
の
五

極
的
版
本
を
考
察
し
た
だ
け
で
も
毛
宗
岡
本
が
成
立
す
る
ま
で
に
は

様
々
な
段
階
が
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
現
存
す
る
版
本
は
こ
の

五
種
の
他
に
も
数
多
く
あ
る
し
、
ま
た
現
存
す
る
版
本
が
明
清
の
聞

に
刊
行
さ
れ
た
『
三
園
演
義
』
の
版
本
す
べ
て
と
い
う
の
で
は
も
と

よ
り
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
在
知
ら
れ
て
い
な
い
版
本
的
存
在
ま
で

考
慮
に
入
れ
る
と
、
毛
宗
同
本
の
成
立
過
程
や
コ
ニ
園
演
義
』
各
版

本
相
互
の
閥
わ
り
は
か
な
り
複
雑
な
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に

想
像
で
き
る
。

川
従
来
『
三
図
演
義
』
町
版
本
に
つ
い
て
は
、
嘉
靖
本
と
毛
宗
関
本

中
以
外
は
ほ
と
ん
ど
議
論
の
針
象
に
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
嘉
靖
本

究
毛
宗
山
岡
本
以
外
の
版
本
を
少
し
く
検
討
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
こ
れ
ま

仰
で
気
づ
か
な
か
っ
た
様
々
な
問
題
が
現
わ
れ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
嘉

涼
靖
本
を
基
礎
に
し
て
毛
宗
同
本
が
成
立
し
た
と
い
う
よ
う
な
単
純
な

和
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
。
経
質
中
の
原
作
か
ら
広
〈
流
布
し
た
毛
宗

晴
樹
本
が
成
立
す
る
ま
で
に
は
、
様
々
な
経
過
・
過
程
が
重
層
的
に
累

日
積
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
過
程
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
諸
版
本
は
、
『
三
園
演
義
』
の
版
本
の
幾
避
に
関
し
て
大
き
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
改
め
て
許
価
し
直
さ
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
脱
貼
か
ら
毛
宗
同
本
町
成
立
過
程

の
一
端
を
明
ら
か
に
し
得
た
と
は
思
う
が
、
そ
の
全
面
的
な
解
明
は

今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

品
主

(
1
)
菰
摘
壬
午
円
序
文
を
欠
く
テ
キ
ス
ト
の
ほ
う
が
先
に
設
見
さ
れ
た
た
め
、

か
つ
て
「
弘
治
本
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
嘉
端
壬

午
町
序
文
円
殻
見
に
よ
り
、
「
菰
柄
本
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本

稿
に
お
い
て
も
も
っ
ぱ
ら
「
拡
梢
本
」
と
呼
よ
こ
と
に
す
る
。

(
2
)

『
小
説
月
報
』
二
十
巻
十
税
、
一
九
二
九
年
。

(
3
)

「
閣
紫
円
僻
説
そ
の
ほ
か
」
(
岩
波
書
唐
刊
『
中
園
小
説
史
的
研
究
』
所

枚
。
原
械
は
、
小
川
金
田
部
、
岩
波
文
庫
(
嘗
版
)
『
三
園
志
』
第
八
冊

附
録
)
。

(
4
)
最
近
に
な
っ
て
邸
振
錦
以
来
的
定
説
に
疑
問
を
呈
す
る
酬
究
も
あ
ら
わ

れ
て
き
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
金
文
京
「
『
三
園
演
義
』
版
本
試
探
1
|

慰
安
諮
本
を
中
心
に
」
(
『
集
刊
東
洋
製
』
本
蹴
所
載
)
の
注

(
5
)
を
参

照
。
し
か
し
そ
こ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
研
究
も
な
お
不
十
分
で
あ
る
。

(
5
)
以
下
町
っ
ち
、
一
ニ
向
「
呉
凱
明
本
」
・
五
円
「
余
象
4
本
し
の
簡
介
に
つ

い
て
は
、
注

(
4
)
前
掲
の
金
氏
の
論
文
事
照
。

(
6
)
建
安
二
十
巻
本
に
つ
い
て
は
注

{
4
)
前
掲
の
金
氏
的
論
文
事
照
。

(
7
)
小
川
環
樹
課
.
岩
波
文
庫
(
苔
版
)
コ
一
一
図
志
』
第
一
加
解
設
。
な
お
こ

の
部
分
は
『
中
函
小
設
史
的
研
究
』
所
状
「
『
三
園
演
義
』
の
設
展
の
あ
と
」

に
は
未
載
。

(
8
)
各
巻
頭
に
「
李
卓
吾
先
生
批
評
三
国
志
」
と
あ
る
ほ
か
、
封
面
に
は
「
刻

卒
卓
吾
批
貼
三
園
志
全
像
百
廿
同
」
と
題
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
「
李
卓
吾
」



84 

が
仮
託
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
陸
聯
星
「
李
世
批
評
合
ニ
圏
演
義
V

排
偽
」
(
「
光
明
日
報
」
一
九
六
三
年
四
月
七
日
)
審
照
。

(
9
)
毛
宗
岡
本
凡
例
第
七
僚
に
、

俗
本
之
尤
可
笑
者
、
於
事
之
是
者
、
則
囲
貼
之
、
於
事
之
非
者
、

則
塗
抹
之
、
不
論
其
丈
、
而
論
其
卒
。

と
あ
る
。

(
叩
)
緑
陸
堂
本
冒
頭
町
目
録
で
は
、
吋
劉
玄
徳
」
円
「
玄
し
を
「
主
」
と
欠
築

に
し
て
い
る
.
(
本
文
は
欠
筆
に
し
な
い
J

ま
た
同
じ
〈
目
録
に
お
い
て
、

第
一
百
一
回
第
二
則
的
題
が
「
木
門
道
守
射
張
部
」
と
な
っ
て
い
る
。
呉

説
明
本
的
同
じ
個
所
を
見
る
と

4
3
は
「
腎
」
町
刻
し
間
違
い
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

(
日
)
小
川
環
樹
「
『
三
図
消
義
』
の
毛
恐
山
批
評
本
と
李
笠
翁
本
」
(
『
中
園
小

設
史
的
研
究
』
所
枚
。
原
械
は
『
紳
田
博
士
還
暦
記
念
書
誌
皐
論
集
』
)
。

(
ロ
)
閥
索
に
つ
い
て
は
注
(
3
)
前
掲
論
文
円
他
、
周
紹
良
「
閥
紫
考
」
(
『
悶
申

林
没
録
』
第
二
集
)
、
金
文
京
他
『
花
開
索
仰
の
研
究
』
(
汲
古
書
院
、
平

成
元
年
)
血
沙
問
。

(
日
)
周
回
校
本
巻
十
一
「
諸
葛
亮
六
出
加
山
」
の
、
開
羽
町
次
男
閥
興
が
死

ん
だ
〈
だ
り
の
と
こ
ろ
で
「
補
注
L

と
し
て
、

按
逸
史
、
前
載
附
索
随
孔
明
平
定
南
方
、
回
成
都
、
臥
病
不
起
。
后

口
口
入
本
倒
、
恐
難
以
取
信
於
入
。
由
時
皆
指
間
興
是
附
索
、
非
也
。

往
t
仰
設
雲
南
四
川
等
慮
、
皆
有
附
索
之
廟
。
細
考
之
、
索
的
是
萄
特

也
。
小
説
中
直
以
矯
捌
羽
之
子
、
其
川
昨
必
有
所
本
失
。
今
略
附
於
此
、

以
候
彼
之
知
者
。

と
あ
る
。
周
回
校
本
に
お
い
て
、
闘
紫
は
正
史
等
円
歴
史
書
に
こ
そ
現
わ

れ
な
い
が
、
そ
の
加
開
設
に
は
き
ち
ん
と
基
づ
〈
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
、
と
考

え
ら
れ
て
い
る
よ
つ
で
あ
る
。

(
H
)
小
川
環
樹
「
『
三
図
椀
義
』
町
本
づ
い
た
歴
史
書
」
(
『
中
園
小
説
史
的

研
究
』
所
状
.
原
紙
は
『
東
洋
町
文
化
と
社
骨
』
第
二
輯
)
。

(
日
)
こ
の
鮎
は
金
文
京
氏
町
御
指
摘
に
よ
る
。

(
凶
)
毛
宗
同
本
に
先
ん
じ
て
存
在
し
た
の
は
周
回
校
本
と
呉
服
明
本
だ
け
と

は
限
ら
な
い
.
周
回
校
本
や
呉
脱
明
本
と
同
系
統
的
版
本
と
思
わ
れ
る
も

の
に
亙
振
宇
本
・
邸
以
稿
本
が
あ
り
、
こ
れ
ら
も
毛
宗
同
本
が
成
立
す
る

ま
で
の
一
段
階
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。




